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前
回
は
、
男
性
更
年
期
障
害
を
み
ん
な
で

理
解
し
よ
う
と
い
う
お
話
で
し
た
。

今
回
は
、
実
際
、
男
性
更
年
期
障
害
で
は

ど
ん
な
検
査
や
治
療
を
行
う
の
か
？
解
説
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

男
性
更
年
期
障
害
を
疑
い
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
、
ま
ず
、
調
査
票
に
よ
る
問
診
が

行
わ
れ
ま
す
。
最
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る

の
はA

ging M
ale‘
s Sym

ptom
s

（
A
M
S
）

ス
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
症
状
調
査
票
で
す
。
点

数
に
よ
り
症
状
の
程
度
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
票
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

調
べ
る
と
出
て
き
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
方

は
ぜ
ひ
一
度
、
ご
自
身
で
行
っ
て
み
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

次
に
、
症
状
、
調
査
票
評
価
な
ど
か
ら
男

性
更
年
期
障
害
を
疑
う
場
合
は
、
採
血
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
値
を
測
定

し
ま
す
。
２
０
０
７
年
版
加
齢
男
性
性
腺
機

能
低
下
症
候
群
（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
）
診
療
手

引
き
で
は
、
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
フ
リ
ー

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
）
を
メ
イ
ン
で
測
定
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
22
年
の
改
定
で
は
、
欧
米

に
沿
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
も
総
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
値
に
よ
っ
て
ま
ず
判
断
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
し
た
※
（
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

の
測
定
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
）。　
　

こ
う
し
た
ホ
ル
モ
ン
採
血
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

午
前
中
に
測
定
す
る
こ
と
で
す
。
血
中
の
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
は
夕
方
に
な
る
と
低
く
な

る
の
で
、
正
し
い
診
断
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
午
前
８
時
か

ら
11
時
に
測
定
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
午
前
中
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
、
症
状
を
認
め
、
採
血
で
男
性
ホ
ル

モ
ン
値
が
低
い
場
合
は
、
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
、
食
事
、
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
男
性
更
年
期
障
害
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
た
め
、
食
生
活
の
改
善
は
と
て

も
重
要
で
す
。
次
に
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
補

充
す
る
治
療
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
補
充
療
法

（
Ｔ
Ｒ
Ｔ
）
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
本
邦
に
お
い

て
は
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
エ
ナ
ン
ト
酸
エ
ス

テ
ル
と
い
っ
た
薬
剤
を
数
週
間
お
き
に
筋
肉

注
射
で
投
与
し
ま
す
。
Ｔ
Ｒ
Ｔ
に
は
、
い
く

つ
か
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
前
立
腺

が
ん
患
者
や
Ｐ
Ｓ
Ａ
高
値
で
前
立
腺
が
ん
を

疑
う
患
者
さ
ん
に
は
投
与
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
の
副
作
用
と
し
て
、
血
液
が

濃
く
な
る
多
血
症
や
造
精
機
能
障
害
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
投
与
の
適
応
、
可
否
に
つ
い
て

は
よ
く
専
門
の
先
生
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
更
年
期
様
の
症
状
が
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
や
他
の
疾
患
か
ら
起
こ
る

場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ま
ず
は
、
受

診
、
相
談
が
重
要

で
す
。
か
か
り
つ

け
医
や
お
近
く
の

泌
尿
器
科
、
メ
ン

ズ
ヘ
ル
ス
外
来
な

ど
で
お
気
軽
に
ご

相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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更
年
期
障
害
、
女
性
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

男
性
更
年
期
障
害
に
ご
理
解
を
！
②

男
性
更
年
期
障
害
か
も
、ど
ん
な
検
査
、治
療
を
す
る
の
？

※  �

L
O
H
症
候
群（
加
齢
男
性・

性
腺
機
能
低
下
症
）診
療
の

手
引
き
２
０
２
２
年

医療法人社団 SASAKI CLINIC 理事長
佐々木クリニック泌尿器科 芝大門　院長
慈恵医大　泌尿器科　非常勤講師
1973 年生まれ。1999 年、慈恵医大卒。虎の門病院、東海大学、トロント大
学を経て慈恵医大で長く前立腺がんの研究・診断・治療などを行ってきた。特に
腹腔鏡・ロボット支援手術は 2000 例以上の執刀・指導経験を持つ。
また、MRI/US 前立腺融合標的生検の先進医療では、保険適用
に尽力した。2022 年 11 月、東京都港区に泌尿器科専門の佐々
木クリニック泌尿器科芝大門を開院した。日帰りの前立腺生検や
放射線治療前のスペーサー挿入などにも力を入れている。


